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カーレンeブリクセン

一
「カーネーションをつけた若い男」にみる文学観一

鱒 田 令 子

“The　Young　Man　with　the　Carnation”

一
Karen　Blixen’s　Fluid　Ins三ght一

Relko　Okada

　‘Superficiality　is　the　mark　of　modern玉iterature，　the　age　lacks　weight；its　greatness　ls

hollow．，

　In　thls　short　essay　the　authoress’reflextions　tlpon　the　word‘superficialitジis　traced，　as　lt

changes　from　negative　conceptlons£o　find　the　t汽1e　phase　of　ex三s£e葺ice　of　things，　and且nally

coほceives　posltively　a織d　expresses　her　profound　outlook　on　art　a鍛d　llterature　as　well　as◎職

human擬e．

1

Karen　BllXen（1885一ヱ962）の第三の作昆集Vintereventyr（冬の物語）が1942年に出版された事

は既に述べたが（1），これは彼女が作家生活に入って成功してから，8年騒（2）のことである。こ

のVli？ttereventyrの中に“DEN　UNGE　MAND　MED　NELLIKEN”（カーネーションをつけた

若い男）（以下“Neliiken”とす）が含まれており，一人の小説家を主人公とした物語となってい

る。

　この作晶では，処女作で一躍有名になった蓉い小説家が，次の作品が書けなくなって行き詰ま

り，どうしたものかと悩んでいるところから話が始まっている。“Nelllken”の主人公は男性で

あり，まだ30才前であるが，この主入公の苦悩の申に，作者Blixenの苦悩の跡を見出し，又，

彼の文学についての問は，彼女自身のそれと認めざるを得ないようである。

　BlixeR自身，この小説中の主入公と同じように，窃己の体験，すなわち，アフリカの農園で

の生活（3）について，すでに語りつくした感があり，次に何を語ればよいのかという問題にぶつ
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かっていたように思われる。

　BllK・　enの作家としての生活は，いわば，人生の半ばを過ぎてから始まったのであるから，処

女作ωが世に出た時，彼女は50才に近かった。この㌔つのゴシック物語”が出るまでの経過は

こXでは繰返さないが（5），この最初の作贔は，’ 広くヨーWッパからアフリカに豊る地域を舞台

として，彼女の想像力を思う存分に駆使した変化に富んだ奇怪な物語が多い。その軽やかな筆の

運びでくり拡げられる騒まぐるしい程の変化に，読者は，BliXenの多様性と究極性のテーマを

読み取ることが出来，又，迷路のように交錯した物講の構想に魅惑されたのであった。

　第二の成功作D67Lα餌々伽3々θル1切（ア’フリカの農園）（1937）は，はじめの短編集とは対照的に，

ノン・フィクションの形を取って，アフリカの原住民たちを欄々の入間としてえがき，大自然の

申に生きる原地人や，他の大陸からの移民，又，原野に住む動物たちと，作者との交わりを，彼女

独特の芳法で表現している。ケニヤに定住しようとまで決心したこの一一女性の鋭くかつ深い漏察

力と，デンマーク入ならではと思われる入間性とをもって書かれた，この当時のアフサカについ

ての記述は，ユニー4で新鮮であるばかりでなく，心温まる拶情をも兼ねそなえているのである。

　再び短編集という形で出版されたVinterCVent．x，rは，外的世界の出来事の多樹生よりも，むし

ろ，じみな昔の自国デンマークの歴史や自然の中で，生きるということの意義や，人聞の運命，

条件について考えたり，又，物を書くという作家としての自己の立場をみつめた内省的な傾向を

おびた作品になって来た。

　この‘‘Nelliken”の申では，今まで創作力のおもむくまNに書き続けて来たと思われるBl三xen

が，この書くということ霞体を晃据え，自分の合迄たどって来た道を振り返ると共に，これから

の進むべき方向ともいえるものに思いをはせつX，探求しており，そして，我々はその中に，生

とは何かを閲い続ける作考をもうかがい知ることになるのである。

　そこでこの小論では，BliXeltの小説家として，物を書くということの探求の跡をたどり，そ

の文学観を晃てゆくことにする。

H

　先ずごく簡単に，“NELL正KEN”のあらましをのべてみよう：

　或露，ベルギーの港町，アントワープに，英国から一入の小説家が到着する。彼の名はチャー

り一（Charlle）といx，処女作で一躍ヨーロッパ申に有名になったのであるが，人々の羨豊をよ

そ｝Z　t内には深刻な間題をかXえているのだった。自分の経験を述べてしまった今，もう君うべ

き何物も縛たず，その上，義父が，演分の作錨をも含めて，現代は，‘表耐だけで，重さを欠い

ているのだと書った批評が気になりだしダ霞分が空っぽのように思われ，次の作裁を書くという

霞信をすっかりなくしてしまっていた。

圭5◎



　妻と落ち合うためホテルへ行き，部麗に入ったが眠れない。夜遅く，ドアをたエく者があるの

で出てみると，ピンクのカーネーションを胸につけ，盛装した膏年が立っていた。チャーり一は，

この男の顔に，臼分が以前は持っていた，輝くような幸福を晃て，もう一度それを取りもどした

いと思い，眠っている妻を蹟きざりにして旅立つ決心をし，港までやって来る。そこに浮かぶ船

を見，船乗り達に会って彼らと話している中に，自分の持っている問題に対する答えを得ている

ことに気づき，又，妻の元へ帰って行く。しかし，タベ，妻の部屋と思って訪ねたところが，実

は間違っていたのだということがわかり，昨夜のすべての出来事も，神が彼に与えたものであり，

神は表面をた．k’ようことの中に大きな可能性を拡げているのだということを知り，第二の作最が

書けるのだという確信と希望と力を取りもどすというものである。

　以上が物語の概略であるが，チャーり一一が，自分の出会う事件を“Overfladlsklied”という書

葉と関係づけ，この需葉を軸にして，物語は進められて行くのである。そこで，この“Overfia－

diskhed”を中心として，この物語を辿って行くことにする。

　今までチャーリーを支えていたものは，彼の燃えるような神への愛に対して，神も彼を他入よ

り愛していられるのだという僑念であった。しかし，芸術家にそなわった偉大な思想，すばらし

いインスピレーションや悲劇的な想像力を持たなくなった今の慮分であれぱ，霞分は他の入々と

岡じであり，どうして神に近づいて，助けを乞うことが出来るだろうかと考え，蕃しんでおり，

その上，いつか義父の需った言葉が思い出され，それが璽に悩みの種となる。

　‘‘Overfiadisl〈hed　er’1’idens　Sarrpreeg！Vor　Tid　mangler　Veegt，　dens　Storhed　er　hul！＿”

（s，27）

　（表面だけであることがこの時代の特色なんだ／　我々の時代は重さを欠いている。蒔代の偉

大さはうつろなものだ／）

　‘Overfladlskhed’とは，最初にあっては，深みのない，薄oぺらな，上滑りな，浅薄なものと

してだけの内容を持つ，いわば，否定的な意味にしか使われていない。チャーり一が自分は空っ

ぽであると考えるのには，それなりの理由があった。

　貧乏な子供のことを書いた作論，これは自分の経験をもとにしたものだが，一一たんその作贔が

成功すると，彼は財産と社会的地位を得て，貧困とは縁のないものとなってしまう。もう言うべ

き何ものも後には残っていないから，彼は空漏と岡じ存在だと思う。（p．　28）

　ホテルに着くと，案の定，妻は先に来て，眠っていた。ドアには鍵がかxっていなかったので，

チャーリーはそのまX部屋に入り，眠ろうとしたが無駄だった。その内に廊下に足音がして，誰

かがドアの取手を廻し，次に静かにノックをしはじめた。チャーり一は妻を起さないようにそっ

と戸鷺まで行きドアを閥いた。すらりとした美脊年が，胸にピンク色のカーネーションをつけ，
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あふれるような喜びをかくしきれない蓑情で立っていた。チe一リーは一一瞬抗惚となり，蕎年を

みつめた。（P．31）

　Blixenは，暗い気持でいるチャーリーと，全く対照的に，内に輝くばかりのよろこびをもっ

た若い男を登場させ，さらに，はなやかなピンク色のカーネーションを黒いタキシードを着た男

の胸につけさせ，明るく楽しげな，幸福感に満ちみちた人物をえがき出してくる。チャーり一と

この男の関係は，今の彼と，も一人のチャー一リー，神が特に自分を愛して下さるという自己への

確信をもっていた昔の彼とを象微的に衰現しているとみられる。

　For　her，　fors毛od　han，　her　var　Livets　Herlighed，　Hensigt　og　Me正掘g，　selve　Nφglen　til

Livet．　Den　uRge　Mand㎎ed　Nelliken　havde　den　i　sin　Haand。（s．32）

　（こxに，なぜならこxには生命の偉大さと，目的と意義が，生命への鍵そのものがあった。

それをあのカーネーションをつけた若い男が手の申に持っていた。）

　そして，チij　一り一は，その男の持っていた自巴への確信をもう一度膚分のものにしたいと思

い，書き置きを残して部屋を出る。彼は船に乗って旅するつもりで，港まで行くのであるが，雨

の中をずぶ濡れになって，歩く中に，自分と他の世界との関係が判明してゆくのである。

　Fφrst　da　jeg　kom　hemed，　og　tav　sti1至e　i　RegRen，　blev　T呈鍛genes　saRde　Vεesen　aabenbare宅

for　mig。　Fra　nu　af　vil　jeg　ikke　tale，　leg　vli　hφre　efter，　hvad　Sipfoll〈eRe　forteeller　mig，　de

Mennesker，　der　har　hlemme　paa　de且ydende　Skibe，　Qg　so獄ikke　gaar　til　Bu雛ds　i　Tlngene。

．．。” （s．36）

　（私がこXへやって来て，爾の申に黙っていると始めて事物の真実の存在が，私に啓示となっ

た。これからは話しをしないでおこう。船乗りたちが話してくれることに耳をかたむけよう。あ

の海に浮かぶ船を家とし，事物の底をさぐろうとはしない人々の話に聞き入ろう。）

　Blixenがよく口にしていたと思われる言葉に，jeg　ser　paa　Livet　som　en　Aabenbar三n9．（私は

入生を一つの啓示としてみています。）という一節があるが，彼女はこXでもチャーり一にとって，

海とその上に浮かぶ船との在り方を一つの啓示となしたのである。Bllxenのえがく物語の主入

公たちは，理性と思考を押し進めて，事物の核心へと迫るという操作を避け，他の事物が，ひと

りでに主人公に働きかけて来て，その主人公が，今までにない，蚊いは合までょりもなお一厩深

い事物の意味を了解するという形をとっている。㈹

　さて，チャーり一は港にいる船たちから，一つの伝書をもらうのである。（PP．35～36）

．．．．de　sendte　ham　et　Budskab，　men　det　stod　ham　ikke　med　6et　samme　klar，　hvad　det
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var．　　Lidt　efter　fandt　han　Ordet　derror：　clet　var　Over｛’ladisl〈he（1．　　Sklbene　var　overfl三ト

diske，　deri　a宅de　ho玉dt　slg　pa鞍Over飛aden　i役a　deres　M哉舘，　og　fQr　Sklbe　er　den　stφrste　F鼠re

just　den　at　gaa　til　I3tmds．　De　var　til　og　med　hu玉e，◎g　Hulheden　var　deres　Vaヨsens

Hemmellghed　og　Gehalt．　Dybet£rとe圭lede　for　de烹皿，　saa　lとenge　de　forblev　hule．　Ved

dem簾e　Ta靡ke　lφftede　en　Lykkebφlge　Charlies王ljerte，　h段n　lo　i　Mφrkα．（s．35－36）

　（彼らは何か一つのことを告げようとしていたが，彼くチャーリー〉はそれが侮なのかすぐには

解からなかった。少ししてから，彼はそれがわかった。それは‘Overfiadisl〈hed’という語であ

った。船たちは‘overfiadiske’なのだ。それだから表面に浮かぶということの中にカがあるのだ。

船に取って一番危険なことは底につく，坐礁してしまうことなのだ。船たちは全く，空洞であり，

その空であることが彼らの存在の秘密であり本質なのだ。彼らが虚ろである限り，深みは船にか

しついているのだ。こんな考えに至り，チャーリーの胸には幸福感が波のように高まった。彼は

闇の中で笑った。）　チi’・一リーは，海に浮かぶ船の在り方は，まさに‘Overfiadisk’｝cとどまり

内味の空洞である事だということを認めるのである。

　チャーり一は更に，この海の表簾に浮かぶ空洞の物体を家として，人生を送っている船乗りた

ちの言葉に耳をかたむけ，彼らから河かを学びたいものだと思うが，丁度，それらしい入が彼に

話しかけて来たのを幸い，その男が酒場へ仲間に会いに行くというので，一緒に行きたいと申し

出る。（p。37）

　仲間は二人だった。そこでチャーり一は，彼ら三人から，彼らが航海中に出会った恐ろしい船

火事や，嵐や，北海の大吹雪の話を聞いた。いずれにしても，三人共，これらの苦しい経験の末，

もう二度と海へ出るまいと誓い，海を呪った連中であったのに，やはり海が婦きで，又，船へも

どってしまったという。チャーリーは，このような船乗りこそ，本当に海を愛している者たちな

のだとわかる。それに反して自分を振り返ってみれば，鰯難と戦うことなく逃げ出してしまった

合の儀分が，馬鹿で，いかに子供らしいかということに気づくのである。船乗りたちは，チャー

り一に海と人間の本当の関係を教えてくれたばかりでなく，妻や家族への愛情が如何にあるぺき

かをもチャーり一に分らせてくれた。そして，妻が眠っている聞に概きざりにして，出て来てし

まった自分を恥ずかしく感じるのである。

　“De　tre　er　forstandlge　Me鍛段esker，　og　ved，　hvad　de　taler　om．．，．．Nej，　de宅er　rigtige

Sφfolk，　der　er　blevet　knubsede，　hulldsede　og　gennemteersl〈ede　af　Sφe隆1，0g　som　har

forbandet　den　og　svoret　aldrlg　at　se　til　dens　Kant三ge韮1，－det　er　dem，　der　er　Havets

vlrke薮ge　Elskere．　Degorholder　sig，　efter　al　Rlmelighed，　ligesaadan　med／Egtema）nd　og

Koner．　Jeg　vll　hφre　godt　efter，　og　ieere　Visdom　af　de　F’◎1k　her，　thi　jeg　er　et　Bam　og　e且l

Daare董Sammenligning　rned　de斑．”（s．40－42）
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　　（この三人は賢明な人たちだ，彼らは何のことを話しているかを心得ている。海に打ちのめさ

れ，いじめつけられ，さんざんた．Yきつけられて，海を呪い，もう二度と海を兇るまいと心に決

めたこともあるのが本当の船乗りで，彼らこそ海の糞の恋人なのだ。）

　チャーリーは三人の船乗りたちに感謝し，彼らにしてもらった話の返しにと，今度は翻分が話

し出す。それは，‘En　blaa，　Historie’（一つの青い物語）だと前概きして，謡し始める。（pP・43

－ 47）

　その‘一．＿つの育い物語’とは次のようなものである：

　　il昔一人の年老いた英圏貴族が，青磁を集めることに凝って，ペルシャ・中国・田本へと航海

したが，いつも娘のエレーナを同伴した。或る時，東支翼海で船火事に会い，親子は離ればなれ

になった。娘のエレーナは水夫の一人に救命ボー5で救い出され19日間彼と一緒に漂流した後，

ロッテルダムからの貨物船に鋤けられて英国の父の元へ帰りついた。父は娘に休養を与えて元の

健康を敏りもどさせたが，その水夫に百ポンドの金を与えて，再び莫国へもどらないように申し

つけた。貴族の娘が，ただ一人，水夫と一しょにボートで9蹟間もいたと雷いふらされたら，彼

女もつらいだろうと思ったかちだった。エレーナはこの親の報告を受けると，すべての他の事柄

に興味をなくし，ただ，父と同じように，特別な膏い色をした陶器を集めたいという墾みだけを

持ち，国から團へと航海をして，青磁を集めたのであるが，どうも思う色のものがなかった。父

は彼女の求めるものは存在しないのではないかといったが，娘は世界が鳶かった隠の遺品は必ず

残っていると儒じていた。又，彼女は，我々の地球が，透きとおるシャボン玉のようにエーテル

の申に浮いていて，自分は向う側の半球の上を走る船とj渡反対側を走り続けているのであり，

最後には，彼女の船が中心へ下りて行き，その時，向う鶴の船も中心へ来る，そして，二つの船

ほ，丁度真中で出会い一つになるというのである。

　年とらた父は死に，エレーナー撫身もすっかり老いて耳も聞こえなくなったが，航海しつPtナ

ていた。そんな或るff，古い中国の蕨を商人が持って来た。彼女は激しい緋び声をあげ，霞勢の

求めていたものがやっと見つかったことを喜ぶ。彼女は翻透の考に，膚分はこれで死ねる。死ん

だら｝舞分の心臓をこの壷に入れて欲しい，そうすれば，又，昔のようにまわり全体が青くなり，

その中で自分の心臓は平和と喜びに満ちて鼓動を打つことができるだろうといX，更に最期の言

葉をつけ舶えた。“忍耐さえすれぱ，昔あったものすべてが，又，私たちのところへもどってく

ると考えてみることはすばらしいことではありませんか。”

　‘‘Er　det　ikke　dejlig毛at　teenke　paa，　at　naar　man　blot　har　Taahmod童9｝｝ed，　da　kolniner　a至t，

s◎mengang　har　vEeret　til，　atter　tl恥age　til　os？”　Kort　Tid　efter　dφde　den　gamie　Dame．

（s．47）

チャーり一のこの；一一つの青い物語’は多くの事を示峻している。この物語を語り終えたチャー

／54



リーは，ホテルを出てから，奔に至るまでの出来嘉が，どんな意味をもつものであるかを了解し

ているのである。表面だけで内容がないという事は，囁彼1ことって価つの1£1二悩であり，被のかtxえ

る深刻な閲題であったが，このc－vm．つの脊い物認の最後の部分が示すように　‘Overfiacliskl｝ed’

に璽に新しい意味合いをみつけたのである。お互いに引き合って地球の両側を走る二隻の船によ

って表わされているよう1こ，表藤を走り続けることによって，二つの船はいつか中心で会うとい

うこの箇所腺，表噸にあって求め続ける蒔，事物の表麟ばかりではなく，実ぽ，いつか内颪，串

心にも達することができるという，さらに積極的な意味合いを持たせてきたことは璽要である。

我々入間も，表面上にただよう事を続けずに，畢急に奥底を極め，内薗に達しようとする時，そ

れは坐礁をきたすということをも暗に示しているのではないだろうか。空洞であるものが海面に

浮かんで，表面に生き続けながら，しかもそれは，海の中の葱義あるものとの関係を持ちつx“け

ているのだと知り，‘Over8adiskhed’i！こ対する新しい肯定約な意味あいを見つけているのである。

　この青い物語を語り終えて，チャーリーは一人で旅立ってしまうことをやめて，自分を待って

いるだろう妻の元へと帰って行く。（1）．47）今まで彼（・3，妻は自分の名声のために結婚し，理想の

男性をでっち上げ，それを懲分の中に求めているだけだと患っていたのだったが，今はもう妻が，

燈台のような存在に思えて来た。そこで，自分達の部屋へ行こうとするが，妻が昨夜眠った部麗

は，チャーリが訪ねた部屋とは別のものだったことが判明する。チャーり一は部屋を聞違えてい

たのだった。

　チャーり一が，落ちついて咋夜の出来事を考え直してみると，それはまるで，臼分の作編の中

に娼て来る出来事のように愚われた。（pP．　o「o－・51）その時，妻は彼に，・次には恋愛小説を書くの

ですかと二度まで尋ねるのであった。（P．52）チャーり一はこの時，あのカーネーションをつけ

ていた若い努が持っていた‘希望と勝利’の蒋ぴを感じ取ることができた。部屡は眩しい程の光に

照らされ，彼は神と対話する。神はチャーリーに欝われた：“あらゆる浮かぶもの，船を，天体

を創造し，彼が浮かび，航海すべき金損二界を与えたのにt，ホテルの一室でチャーリーはその神と

口論しよ1うとする”◎

　‘‘Hφr　mi暮，”　sagde　Herre罰，‘‘jeg　vi19φre　en　Pagt　inelleni　dig　og　ml9！　Jeg　vil　ikke

maale　dlg　stφrre　Ulykke・ud，　e・d　du捻et6p　behφve・f・r　at　skrive　dlne　Bφge・．”（s．54）

　（・レ織かい”と神は書われた“私はお前と約束するよ。お前が書くために必要なもの以上の不

幸を与えないでおこう”）

　神はこのように約束したが，さらに，チャーり一に言う。

　“Men　du　skal　skrlve　dlsse　Bφger，”vecll）lev　Gud，‘‘for　det　er　mlg，　der　vi臣ave　dem

skrevet．　Det　er　ikke　Publlkum，　endnu　langt　m｛ndre、：er　det　Anmeldern¢，　me4　det　er
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mig　l　Mg！”“Kan　jeg　vtere　sikker　paa　det　2”sPurgte　Charlie．‘‘王kke　a玉t茎d，”sagde

Herren，“clu　vil　komme田at　tvivle　paa　det　lblandt。　Me爵clette　¢jeblik　siger　jeg　dig，　at

saadan　er　det，　og　det　maa　du（1a　holde　dig　tll，”（s．54）

　（“しかし，おまえは本を書かなくてはならぬのだ”，と神は続けられた。“この私が書いて欲

しいのだよ。それは，読者でもないし，幾評家ではさらさらない。この私なんだ。”“自信を持つ

ことが出来るでしょうか”とチャーり一は尋ねた。“いつもは持てないよ。”と神は答えられた。

“時には疑うようになるかも知れない。しかし，こXでお前に言っておくがそういうものなのだ，

そこは辛抱しなくてはならない。”）

　作品を書かせるのは読者でもなければ，批評家でもない，神なのだのとチャーlj一は聞かさ

れる。自信を持ち続けることは無理かも知れない，しかし，苦しみながら：書かなければならない，

ただ書くことあるのみだと彼は了解する。

　チャーり一は妻の瀾けた部屋の窓から町の景色を見下す。そして，昨夜の若い錫は今頃どこに

いるのだろうかと考える。Ah，1e　patlvre　jettne　hommeゑroelHet！（あx，カーネーションをつ

けたあの気の毒な男よ／）と考えるところで，‘Ne至liken’の物語全体が終る。（P．55）

　物語の最後の部分は，神とチャーリーの会講になっており，こxで，作家チte　一サーは次の作

扇が書けるというよろこびを取りもどし，幸福感に満たされるのであるが，それは，あの若い男

の顔に自分の失ったものを見て，敢りもどしたいと求め続けたものであり，‘一つの膏い物謬の

中の最後の部分一求めていた青い壺をやっと手に入れたエレーナの喜びと，相呼塔するものであ

る。

　作家チャーり一が，はじめ‘Overfladiskhecl’に闘して，表面約で内容が聖であるという否定

的な見地に立っていた段隈から，海に浮かぶ船から啓示を碍て，事物の存在の在り方を見出し，

更に深い意味を舶え‘Overfiadiskhed’を欝定するに驚る過程があざやかにゑがかれているとい

えるのである。事物の中心一核へと向おうとするならば，それは，ただ蓑爾に，自らは虚ろなも

のとして，浮かび航海しつtrけることにあるのだという，一見矛鷹のように思える，この操作を

たゆまず，そして痛みを感じつxやりつ黛けて行くということの中に，作家の在り方をBlixeii

をよ冤ているのである。

】II

次にこの作品‘NELLIKEIN’を書き進めて行く上で，作者が用いた描写の方法の一端をこXで
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取りあげてみよう。

　彼女の作晶では，常に多くの色彩に関する語が使用されていて，‘NELLIKENT’もその例に漏

れないものである。今，物語の中に現われる色彩を拾ってみれば，ピンク色のカーネーション，

赤いカーテンのしてある部屋，灰色の晦や家と云ったように続く。髪の毛の色も種々の色彩があ

る。チャーり一が酒場から鵡てから出会った，街の女は赤い髪，それに，海辺で最初に話しかけ

て来た船乗りも，彼の話しに出て来たその双生児の娘たちも赤い髪だが，チャーリーの妻は黄色

か金髪として描かれ，彼自身は妻よりも濃い色である。眼の色はといえば，彼も妻も青い眼，妻

の方がも少し薄いが，赤髪の街の女は茶色の眼をしている。

　以上のような色彩で色づけをしているのは，BliXenが絵を描いていた（8）ところから来るのか

どうかほ断定できないが，種々の色彩を浮き立たせることによって，絵顧的な美しいイメージを

読者に与えているのである。さらに，‘NELLIKEN’の中では，青い色，膏い嶺界が，色彩効果

以上に内容と密接な関係をもち，一つの意味あいを帯びているように思われる。チャーり一は船

乗りたちに物語を聞かせるが，それを‘一つの青い物語’と名づけている。

　この物語にはbl徽（青）という語が10数回も使われている。膏い色の繭器（2）特別な青い色（1麿

い壼③全世界が脊かった時（1膿い青魚の影（1体当の青い色（2）私のまわりが真青になる（1麿い世界

の中で（1）といった風で，エレーナは，9日間青い世界を漂流したが，本文に，は出ていない空の色

も膏かったであろうと読考は容易に想像しうるのである。年老いたエレーナは，思い通りの青い

壷が手に入った特，6時間もそれをあかず眺め，死んだら壷の中で脊い世界に敬り囲まれたいと

遺書を残して息を引取る。その中で彼女は自由と平和に瀦たされるのである。このように彼女は

水夫と曲折した形で再会し，これが悲槍といわれるのか，グmテスクなのか，或いはロマンチッ

クなのかは読者によって異るであろうが，ともかく，物語の中では，blaa（膏い色彩）が次第に

登場人物にもまして，鮮明に浮き出し，物語のテーマそのものになって来るのである。色彩は感

覚の領域に属するものであり，それに作者がどのような意味あいを持たぜているかを書葉で記述

し，繋ぐことは困難であり，無理があるが，少くともBliXenの内にあっては，この色と理想的

な魂の状態が結びつけられていることは間違いないようである。エレーナの話に見られるように，

自分の魂の求めるものx実現をはばんでいるすべてのものから脱出し，真実の霞分，究極的な自

分と一つになった蒔，その色は青い色なのである。この娘の心臓は遂に真青な旗界の中に入り，

周囲は水夫と一緒に漂流していた時の状態にもどり，すべては青いわけである。

　色彩が色という感覚の領域にとX’まるのではなく，他の領域と密接に関係づけられていること

は，当時のデンマーク文学にあっては珍らしいことであり，或る批評家⑧はこれがフランスの

象徽霊義を思わせるものがあることを指嫡しているのであるが，BliXenほこの‘NELL王KEN’で

は感覚と思想を見事に言葉として結贔させ，詩の世界の秩序の高みで‘一つの青い物語’を語らせ
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ているのである。

　古い彼女の生家，Rしmgstedlundにセントラルヒーティングをつける折，数ケ月闘，　BiiXel1は

秘書の家で過ごすことになった。秘書は蔭分の家の一窒を金部青にしつらえて彼女を迎え入れた

という。その後も部齪はそのまXになっていて，青い壁紙に，窓辺には青いグラスや花びん，壷

などを並べ，灰訂1は勿論のこと，敷物から家異…式が上騒な青色に統一してあったのを，筆者は

少し，奇災な感じで眺めたのだったが，この青い部屋にいた作者を想像する時，‘エレーナ’嬢を

思わせるものがあった。（匡゜）

　この物語の主人公を男性に，したことも，物語のテーマと無関係ではないように思えるのである。

先ず，主人公の名前をCharlieとしたことについては，　B］ixen自身がKaren　Cl｝ristentxeであ

るからだとも書われている。（1り作家に取って書くということは何かということは，一一番深い奥

底の問題であり，やkもすれば際己の実生活や考えをあからさまに告慮し勝ちなものであるが，

Blixenは物：事の饗底に直接的に関わらないということ一‘Overfiadisl〈hecl’をテーマにしている

のであり，主入公を男性にし，あくまで閥綾的な形で鐵己を再構成したのであろう。

　Blixenはその七つのゴシック物語とアフリカの農園において，・我々の周りで起こる種々の出

来事が，一一見，自分とは無関係に思えても，実は，深いところですべて究極的な関わりをもって

いるということをテーマにしてきたが，この暇ELLIKEN’において，小説家と，書くというこ

とを対象にして物語を書きつx，‘Overfiacliskhecl’の問題を扱った。このことも，やはり前から

持ち続けてきた多様性と究極性のテーマに通じるものである。‘Overfiacllskhed’という語の意味

は，我々の稼につく色々の表灘的な現象ということであり，我々の日常生活の中におこる小さな

色々の出来事とも考えられるから，以前の作品をつらぬく作管の愚想が，再び異った対象と形成

の中で，再現され，確認されていると思われるのである。

　1昨年（1972）はBlixenヵミ他界して，10年圏ということもあって，新聞などに，故入の人とな

りや仕事をしのぶ紀事が人Ldをひいたのは勿論であるが，最近の書評でも，いわゆる‘カーレン

・ ブリクセン。ブーム’の起っていることを報じている。（12）

　Blixenの弟，’1“homas　Dinesenひに年前に父Wl！helmについての書を欝に出したのであるが，

今春さらに，姉Karen　BliXeRにつ㌔、て，　Ta　nne，　Min　s（1）ster　Kare？z　B！ixen（1974）（ターナ・私

の姉K．B）と題する一冊を出版した。

　この書は，Blixenの幼年時代から処女作がアメリカでBook　of　the　Monthに選ばれる報を聞

いた疇点（13）までを取り扱っているが，その中心は彼女のアフリカ滞在期間（1914－31）である。

彼女がその期闇，家族へ寄せた手紙からの引用が多く，顯晴の‘素顔のブリクセゾを伝えるのに

充分な書である。ここ数ケ爆の蘭に，この書は第二第三と矢継ぎ畢に版を重ね，6月末頃には1

万部を突破し，その売鴛きは，製代の最も人気を集めている流行作家たち（14）を上まわるとのこ

とである。
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　又，Blixenの秘書として長年，彼女の存命中から死後，今臼に至るまで，彼女の作脇の翻訳

や整理の仕事に当っているClara　Svendsen・も，　Notaer　om　1（αノ・επBtixen（K．　Bノート）をこ

の9月出版する運びとなったそうである。さらに，BliXenを中心に集ったHeretica派の，（藍5）

当時は若い一鎖であり，現在は第一一線で作家活動を続けているThorkild　Bjφmvl9博士も，

Pagten（協定）と題したBlixenについての回想録を出すことになっていて，本の謝題はK．　B．

との友情について，となっている。

　その他，テレビにも彼女についての番組が組まれたり，彼女の第二の作品，Den晩1＞鍛の！3融

！加ηZ（アフリカの農園）が手頃な文摩版の中に入れられることになったともいう。

　嵐版界に，現在‘カーレン。ブリクセン・ブーム’が起きているということには種々の要姻があ

ることX思われるが，ともかく，彼女の作愚が，デンマークの文学界にますます確固とした地位

を獲得しようとしていることは疑いのないところである。

】V

　BliXenは短編小説という形の中で，小説とは何かという問題を取りあげながら，議論に終ら

せることなく，彼女独特の象微や欝喩，それに挿話を非常に巧妙に交えて，懲己が輿の小説家で

あるか否かを建｛己に問いかけることから繊発し，この‘DEN　UNGE　MAND　MED　NELL｝K｝£N’

を，小説としても瀟霞く読める作品につくり上げたのである。

　幼い頃から彼女は物語をつくっては，嫡妹に夜おそくまで語り聞かぜて夢中になったり，折あ

るごとに詩や劇を書いていたのだった。そして，17，8才の娘時代には，文学というもの，特に，

シェクスピア，シェリー，ハイネなどの作品に出会ったのも，デンマークの生んだ大批評家，

Georg　Brancles（1842－1927）に負うところが大きいと，霞ら，弟への手紙の中で述べている。

その後，本格的に筆を取って小説を書き出したのは，ケニヤ高地での醗顯事業の破産という逆境

に立ち陶い，人生を再出発するための手段であった。

　このような理由でBlixenは再び文学の世界に蔭1分を打込むことになったが，爾後，書くとい

うことが，彼女の生きるということと密接にかXわり始め，書く事への惰熱が新しく呼び覚まさ

れたのであった。

　多くの困難や蕃渋に満ちた人生経験の末，‘Over6adiskhed’の意瞭を考察し，ついには芸術そ

のものが，この‘Overfladi＄1〈hed’の上に成立しているものなのであるという表現を用いて，書く

ということの芸術を彼女なりに捉え，又，確認しているのが，この‘カーネーションをつけた諮

い男’であると言えよう。

　こ．kに表わされているようなBlixenの文学の見方は，リアリズムの傾向をもった当時のデン

マークの文学界には受け入れられないものだったが，Ileretica運動に加わった若い作家たちに
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示唆するところが多く，彼女の評価は戦後次第に高まり，最近は，中広い読者麟や批評家たちの

強い関心と興味をひき，現在のデンマーク文学に薪しい息吹きを吹き込みつXあるのである。
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　注

（1）外大学報31．拙稿tカーレン・ブリクセゾ68

（2｝処女作Se’ven　Gothic　Tatesは先に英語版で1934年出版された。

（3｝　Den　a／rlkαnsite　flZi・ni，1937

（4）S“，v　fantastiske　fort（ettingei’1935．（デ語版）

（5＞Cf．外大学報29．拙稿‘カーレン・ブリクセゾ．222

（6）　外大学報31．78

（7）　Cf．　‘For’ranne　var　ordene　Gt；d　og　5々α6π60mtrent　af　samme　bet｝Tdning．　Ta7i7i．e757　（Tanne

　　にとっては，神と運命と言う語はほとんど詞じ意味であった。）

（8）彼女は幼い縛からずっと絵をかき，一羅寺は顧家になるつもりであった。　Cf．拙稿⑤223

（9｝Cf，＊Langbaum　160（＊アメリカにおけるBlixen研究家）

（IO）筆春は1972奪の夏Ainagerの島のS．家を訪問した。

（ll｝Cf．　Laagbaum　157，デンマークにおけるBlixenの研究家Kans　Brixをさす。

（12）　BerHngske　Tidende　1974年6月24環書評欄

㈱　1934

（14｝Klaus　Rifbjerg，（1931－）Anders　Bodelsen．（1937～）Ebbe　Reichを指す。　Cf．　Berlingske　Tidende

　　（12）

｛15｝1’玉e；’etica　movement：Cf．　Titania　145－158，雑誌‘Heretica’をユ948－1953に出版した。
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